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［背景・ねらい］
植木類の需要は、量販店等で増加傾向にあり、輸送性、取り扱いの簡便性からコンテナ

栽培が急速に伸びている。サツキでは同栽培法の導入が比較的遅れたが、慣行コンテナ栽
培では鉢上げから約12ヶ月間で出荷規格に育成する体系が組まれている。しかし、コンテ
ナ栽培は生産コストが高いことから生育期間短縮の生産技術の確立が求められている。
そこで、平成16年度に本県が育成した「伊勢路紅」、「伊勢路紫」、「伊勢小町」の新サ

ツキ3品種を対象に、安定した施肥管理および省力化を図るためエブ＆フローシステムに
着目し、施肥法の違いによる生育特性を解明し、さらなる栽培期間短縮法を検討する。

［成果の内容・特徴］
１．養液の無機態窒素濃度を20～100ppm（NH4-N:NO3-N=1:1）で管理することで、鉢上げ

後、量販店の流通規格（高さ25cm株張り25cm）に到達するまでの期間を、慣行コンテ
ナ栽培と比べて伊勢シリーズで9ヶ月、三重サツキで7～8ヶ月短縮できる（図１）。

２．生育期間の短縮が期待できる無機態窒素の構成は、品種によって異なる。伊勢小町は
NH4-N比率が高いほど、伊勢路紅はNO3-Nの比率が高いほど適し、伊勢路紫はNH4-N:
NO3-N=1:1が適する（図２）。

３．各品種とも高濃度の無機態窒素によって生育障害が発生するが、窒素濃度50ppm（NH4
-N:NO3-N=1:1）以下では発生しない。また、障害の発生には無機態窒素濃度により違
いがあり、伊勢路紅及び伊勢路紫はNH4-N耐性が低く、伊勢小町及び三重サツキはNO3
-N耐性が低い（図３）。

４．以上のことから、無機態窒素濃度20～50ppm（NH4-N:NO3-N=1:1）で生育障害の発生が
なく栽培期間が9ヶ月短縮されることから、共通養液管理での最適無機態窒素濃度は2
0～50ppm（NH4-N:NO3-N=1:1）である。また、各品種の無機態窒素の好適性に応じた
養液管理を行うことで栽培期間の短縮が期待できる。

［成果の活用面・留意点］
１．サツキのコンテナ栽培農家における新栽培体系として活用できる。
２．13cm挿し穂苗を15cmポットに4月に鉢上げし、エブ＆フローシステムにより、無加温

温室にて栽培した結果であることに留意する。
３. 各区の養液組成を維持するため、養液交換は1週間ごととする。
４．エブ＆フローシステムで管理した場合、葉が肥大傾向になるなどの問題があり、商品

性への検討を要する。




